
わが国の自動交換孜術の過去,現在および将来

わが国の電気通信事業およびその間連合案は往年の通信省

次いで現在の日本電信電話分社を中心として発達し,今日の

盛況を哩えている｡電話交換について述べれば,

(l)電話交換網の形成の規模および年間における拡張の大き

さでは,約10年前からアメリカに次いで世界第二位である｡

したがってこれに関連する通信機器の生産でも同し､く二位

の座を占めている｡

(2)電話交換の碇供する交換サービスの品質は,せ界第一と

言われている｡これには交横磯器の品質の向上が大さく貢

献している｡

(3)アメリカのベル系では電気通信業務の品を行なっている

のに対し,わが日本電イ言電話公社では電気通一言業務のほか

に,デ∬タ通信サ”ビス業務をもあわせて行なうことにな

っている｡このために,これらを総合した通信網を棍供す

ることのでさる電子交一晩機の開発が急がれている｡

(4)したがって,交換機ではベル泉でも経験しない方向に進

むことになり,近い将来には珍しい新妓術の多くが誕生す

ることになるであろう｡

自動交換導入の当初から今日までの約50年間交襖花街に携

わったものの立場カ､ら,過去の経験の主要点および将来の問

題点を述べると次のようなものがある｡

(り 自動交換機は全国一形式であることが必要なことである｡

導入時,われわれはステッ70･バイ･ステップ方式のス

トロージャ式で統一するものと考えていた｡当時国産が不

能であったため輸入にたよらざるを碍ず,ステップ･バイ･

ステッ70方式による原則を通すことがやっとであった｡仝

国を二地域に分けてストロ【ジャ,ジー【メンス･′＼ルスケの

南式を採用した｡この過程においてもジ】メンス･7'うサー

ス式を一部地区に採用せざるを得ないことがあった｡

その後,ストロ【ジャ,シーメンス･ハルスケ両式のそれ

ぞれに多くの妓術的不満を壊し＼新方式の確立が必要であ

るとして,横動回転スイッチを中心とした国産技術による

新しい交換機の開発研究が行なわれたが,戦争の激化のた

めにせっカ､くの企図も中断のやむなさに至った｡

戦後,日本電信電話公社の発足ととい二新しい妓術の展

開に適合するクロスバ交襖機の開発研究が関鶴された｡こ

の交襖械には,アメリカ,ベル社で開発されたクロスバス

イッチおよびワイヤス70リング継電器を採用Lたか,その

構成および回路は独自のものであった｡この交襖機の完成

によって新しい電話網の構成および新規サービスの租供が

可能になり,しかも従来のものと同程度の価格で供給でさた｡

このために,この新しいクロスバ交襖機を削式のものと

して採用し,30年巨=二してようや〈自動交換機が統一され

ることになった｡最初に方針を誤ると,それを正当の軌道

に属すためには異常な努力と長い歳月を要することになる

ものである｡

(2)よい交換サービスを碇供し,カ､つよい運用成績をあげる

ためには,交頻機の品質のよいことが基本となる｡

戦前におけるストロージャ交換機の品質は,30万回の動
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作(6年間の裸動)で実用的無事故の使用に耐えうるもの

であればよいとされていた｡このことは,この間に多ブの

部品の交換があってもよいということである｡保守は予防

保全方式で行なうことが必要であって,定期点検調整が行

なわれた｡調整についていわゆる名人芸が幅をさかすこと

になって,製造および運用上に好ましくない影響を与えた｡

昭和30年前後のストロージャ交換機の品質は向上し,200

万回動作(40年間の稼動)で実用的無事故となった｡そし

て予防保全の必婁はなく,事故が起こってからそれを処理

する事後保全で十分となった｡このために交換サービスの

品質を向上するとともに保守連用に要する経費も著し〈低

下することになった｡この40年間無事故使用のことをForty-

years Trouble-freeとこもいう｡

この改良での経験はクロスバ交換機の開発の際にも通用

された｡現在生産されているクロスバ交換桟では,Forty-

years Trouble-free以上の妥定性が確保されている｡

このように高品質の自動交換機で組成された文一換網にお

ける交襖サービスの品質を,加入者が正当にデイ17ルした

にもかかわらず自動交襖機の事故で鴇続が不能となる率で

比較すると戦前の1/100の基準に対し,最近】0年間は1/1,000

～2/1,000と向上している｡この2/1,000という値はせ界で

最高のものである｡

(3)現在,商用試験中である総合通信網の構成を可能にL,

かつ新サーービスの棍供がでさる電子交二換機では,通話路に

は電磁部品および小形クロスバスイッチをイ吏用している｡

この交換機は電子削御のクロスバ交換機とも呼称すること

がでさる｡

近い将来には通話路にも電子部品を使用した空間分割の

純電子交換機が出現し､高性能であることで幾多の貢献を

なすことが期待される｡また,加入者からのディジタル伝

送も可能となるのではないか｡

さらには,時分割の電子交換機が開発されて現在の通信網

の構成に大さな変革をもたらすことになるのではなカ､ろうか｡

いずれにしても電子交換枝術の進列ま現時点では考えの

つカ､ないような成果をもたらすことは確かであr),電子計

算機の将来の方向についても大さな示唄を与えることにな

るものと考えられる｡

以上のようにわが国の交二換妓術の現状はまことにはなやカ､

であり,この状態に導いた先輩,関條者の努力およびこれら

の人々のもつカのポテンシャルの高いことは大いに評価さる

べさである｡しカ､しながら,われわれ草創時に苦労したもの

には当時のアメリカ,イギリス,ドイツの国家機関(アメリ

カ電信電話合社､イギリス郵政省研究所,ドイツ通信省)お

よび関條会社の厚意ある媛助と協かこよr)一応の基礎が菓カ､

れたことを忘れることはできない｡この基礎の上にわれわれ

の努力の集積が今日の盛況に結実Lたことを考えると,われ

われ_は,思いあがりを憤しみ,常に謙虚でありたいと考える｡

(日立製作所 電子通イ言事業本部)




